
水源環境保全・再生への取組み（水源環境保全・再生事業会計）

○　水源環境保全・再生の取組みを効果的かつ着実に推進するため策定した「第２期かながわ水源

　環境保全・再生実行５か年計画」に基づき、12の特別対策事業を推進する。
　

○　これらの事業については、個人県民税の超過課税（水源環境保全税）等を財源とする。

○　事業の財源とその使途及び充当額を明確化するため、水源環境保全・再生事業会計及び水源環境

　保全・再生基金により運営する。

○　事業費及び資金の流れの概要

（使途・充当額の明確化）
80万円

水源環境保全・再生
基金積立金　　①

基金を事業の
財源に充当

積
立
て

39億6,356万円

寄附金等

特
会
繰
入

個人県民税の
超過課税相当分

総額 84億  199万円 ①＋② 水源環境保全・再生事業会計

27年度末基金残高
からの繰り入れ

4億7,302万円
44億3,762万円

39億6,436万円
事業費の計　②(財源の明確化)

基金のほか、諸収入 

(預金利子等)23万円を含む。 

  

  

１ 水源の森林づくり事業の推進 

２ 丹沢大山の保全・再生対策 

３ 渓畔林整備事業 

５ 地域水源林整備の支援 

４ 間伐材の搬出促進 

９ 県内ダム集水域における合併処理浄化槽の整備促進 
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森林の保全・再生 

地下水の保全・再生 

６ 河川・水路における自然浄化対策の推進 

７ 地下水保全対策の推進 

水源環境への負荷軽減 

８ 県内ダム集水域における公共下水道の整備促進 
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河川の保全・再生 

第２期実行５か年計画の12事業（体系図） 
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２ 清らかな水源の保全・再生への取組み

３ 水源環境保全・再生を支える取組み

地域水源林整備の支援
市町村が行う水源林の確保・整備に対し、その財源として補助
金を交付するとともに、地域水源林エリア内の森林について、
森林所有者等が行う高齢級間伐に対して助成する。

6億3,240万円

丹沢大山において、中高標高域でのシカ管理捕獲の強化や土壌
流出防止対策、ブナ林等の保全・再生のための研究を行うとと
もに、登山道整備などの県民協働事業に取り組む。

4億  636万円

渓畔林整備事業
水源上流の渓流沿いにおいて、土砂流出防止や水質浄化、生物
多様性の保全など森林の有する公益的機能が高度に発揮される
良好な渓畔林の形成を図る。

2,955万円

間伐材の搬出促進
間伐材の有効活用の促進を図るため、間伐材の集材・搬出や県
森林組合連合会が行う原木の安定流通等を確保する取組みに対
して助成する。

水源の森林づくり事業の
推進

水源かん養機能など森林の持つ公益的機能を高めるため、水源
の森林エリア内の私有林の公的管理・支援を行うとともに、こ
の事業の円滑な推進に必要不可欠な人材の育成・確保を図るた
め、「かながわ森林塾」を実施する。

水源環境保全・再生事業の展開

丹沢大山の保全・再生対策

17億8,870万円

１ 豊かな水を育む森の保全・再生への取組み 32億2,308万円

（注１）*印に付した番号は、「第２期実行５か年計画の12事業（体系図）」の事業番号に対応するものである。

8,480万円

3億2,020万円

1億8,140万円

地下水保全対策の推進

県内ダム集水域の市町村が行う公共下水道整備に対し、その財
源として補助金を交付する。

地下水を主要な水道水源としている市町村が計画的に行う地下
水保全対策事業に対し、その財源として補助金を交付する。

水環境モニタリング
の実施

県内ダム集水域の市町村が行う高度処理型合併処理浄化槽の整
備に対し、その財源として補助金を交付する。

県内ダム集水域における
公共下水道の整備促進

合　計　 44億3,762万円

2億4,434万円

4,030万円

1億5,113万円

5,289万円
県民参加による水源環境
保全・再生のための仕組み

水源環境保全・再生施策の効果と影響を把握するため、森林や
河川のモニタリング調査を行う。

相模川水系の県外上流域において、神奈川県と山梨県が共同し
て、森林整備及び生活排水対策の取組みを実施する。

市町村が行う河川・水路の生態系に配慮した整備や直接浄化対
策事業に対し、その財源として補助金を交付する。

河川・水路における
自然浄化対策の推進

9億7,020万円

3億8,380万円

3億6,606万円

県民参加のもとで水源環境保全・再生施策を推進する仕組みと
して、水源環境保全・再生かながわ県民会議の運営等を行うと
ともに、市民団体やNPO等が実施する水源環境保全活動に対し助
成する。

相模川水系上流域対策
の推進

県内ダム集水域における
合併処理浄化槽の整備促進
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